
　大槌町の国道すぐ脇の被災跡地に立てられた２階建ての建物１階がサンガ岩手で

す。

サンガ岩手には仮設住宅からおかあさん達がバス等を使い集まってくださいました。

みなさん、辛い思いと不自由な生活や困難を抱えながら明るく頑張っています。

ときどき辛い顔で震災時の話もしてくださいましたが、私の印象は皆さんとても元気

で手づくりプロジェクトを楽しもうと前向きです。また、そういう方が集まってくだ

さったと言っても良いかもしれません。

　サンガ岩手は「大槌、釜石のかあちゃん達に仕事を！大槌に手芸工房を作る応援プ

ロジェクト」として今年の７月１日手づくり工房を開設。プロジェクトも始まったば

かりですからこれからの持続的な支援は必要だと思います。

現在は支援物資として届いた毛糸や生地を使って思い思いの手づくり品を作っている

ようですが、そんなに多く売れるようなモノではないようです。特に被災地では値段

の高いものは（2,000 円になると）売れません。

サンガの活動を継続して行くためには、商品としてのグレードアップと販売網の確立

が大切な鍵となるでしょう。

《サンガ岩手　工房内とおかあさんの手づくり品》

編み物や可愛い小物。お母さん達の頑張りが窺えます。
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